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敗
戦
と
戦
後
復
興
の
間
に

暗
渠
の
よ
う
に
埋
没
し
た

連
合
軍
に
よ
る
人
身
被
害
。

無
防
備
な
市
民
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の

暴
力
を
掘
り
起
こ
し
、

平
和
と
民
主
主
義
を
も
た
ら
し
、

米
軍
の
占
領
政
策
の
手
本
と

い
わ
れ
た
日
本
占
領
の
現
実
を

明
ら
か
に
す
る
。

天
皇
の「
玉
音
」放
送
か
ら
は
じ
ま
っ
た
日
本
の
戦
後
は
、北
東
北
の
ち
い
さ
な
わ
た
し
の
町
に
も
、「
解
放
軍
」

と
い
わ
れ
た
カ
ー
キ
色
の
米
兵
を
乗
せ
た
ジ
ー
プ
と
と
も
に
や
っ
て
き
た
。
走
り
去
っ
た
ジ
ー
プ
か
ら
チ
ュ
ウ
イ

ン
ガ
ム
が
バ
ラ
撒
か
れ
、
そ
れ
を
拾
っ
た
恥
ず
か
し
い
記
憶
が
あ
る
。
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
全
国
に
共
通
し
て
い
た

情
景
で
、
平
和
と
民
主
主
義
の
始
ま
り
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。こ
の
本
に
は
そ
れ
ら
表
面
の
華
や
か
さ
と
は
ま
っ

た
く
別
の
、
隠
さ
れ
た
戦
後
の
事
実
が
ぎ
っ
し
り
と
詰
ま
っ
て
い
る
。
わ
た
し
は
自
分
の
認
識
の
甘
さ
を
い
や
と

い
う
ほ
ど
知
ら
さ
れ
た
。

「
Ｍ
資
金
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
旧
日
本
軍
の
軍
用
物
資
は
「
隠
匿
物
資
」
と
し
て
横
流
し
さ
れ
た
と
は
伝

え
ら
れ
て
き
た
。
が
、
実
は
膨
大
な
旧
軍
の
武
器
弾
薬
は
管
理
を
放
棄
さ
れ
て
町
や
村
で
暴
発
し
て
、
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
安
全
無
視
の
弾
薬
処
理
ば
か
り
か
、
米
兵
の
無
謀
運
転
、
暴
行
、
銃
撃
、
戦
闘
機
の
墜

落
事
故
は
沖
縄
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
朝
鮮
戦
争
へ
の
労
働
者
の
派
遣
、レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
、
労
組
弾
圧
、
そ
し
て

「
共
産
主
義
の
防
波
堤
」
と
し
て
の
自
衛
隊
の
創
設
か
ら
日
米
同
盟
。い
ま
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
を
押
し
つ

け
る
ま
で
に
至
っ
た
米
軍
支
配
の
全
貌
が
、
資
料
ば
か
り
か
実
地
調
査
で
、
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
渾
身
の
一
書
。

（
か
ま
た
・
さ
と
し
　ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
）
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占
領
軍
被
害
の
研
究

2021/11

目次占領軍被害の研究◉

第
五
節 

朝
鮮
戦
争
と
占
領
軍
労
働

１ 

朝
鮮
戦
争
開
戦
前
か
ら
の
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
と
占
領
軍
労
務
の
軍
事
化

２ 

機
密
扱
い
に
な
っ
た
朝
鮮
戦
争
下
の
占
領
軍
労
務

３ 

朝
鮮
戦
争
下
の「
特
殊
」業
務
で
死
傷
し
た
船
員
た
ち

４ 

「
特
殊
港
湾
荷
役
」に
従
事
し
た
労
働
者
た
ち
の
死
傷

暴
行
・
傷
害
・
殺
人

第
一
節 

暴
行
・
傷
害
・
殺
人
の
諸
相

第
二
節 

危
険
運
転
に
よ
る
殺
傷

第
三
節 

過
剰
な
権
力
の
行
使

第
四
節 

被
害
者
・
遺
族
の
憤
り
と
嘆
き

第
五
節 

軍
事
裁
判

１ 

全
調
達
フ
ァ
イ
ル
に
見
る
軍
事
裁
判

２ 

軍
事
裁
判
で
重
刑
判
決
を
受
け
た
加
害
者
た
ち
の
そ
の
後

軍
事
演
習
被
害
・
朝
鮮
戦
争
被
害

第
一
節 

軍
事
演
習
に
よ
る
市
民
の
死
傷

１ 

日
本
の
非
軍
事
化
・
民
主
化
と
無
縁
な
軍
事
演
習

２ 

理
由
不
明
の
死
を
招
く
射
爆
演
習

３ 

冷
戦
政
治
に
よ
っ
て
隠
蔽
さ
れ
た
演
習
被
害

第
二
節 

開
拓
農
民
の
占
領
軍
被
害―

―

宮
城
県
王
城
寺
原
演
習
場

１ 

大
日
本
帝
国
陸
軍
か
ら
の
解
放
と
開
拓
の
開
始

２ 

米
軍
占
領
下
の
女
性
被
害

３ 

朝
鮮
戦
争
時
代
の
人
身
被
害

第
三
節 

飛
行
場
占
領
軍
に
起
因
す
る
人
身
被
害―

―

岩
国
基
地
と
軍
機
被
害

１ 

占
領
軍
の
航
空
基
地
・
射
爆
場
と
な
っ
た
岩
国

２ 

豪
空
軍
・
米
空
軍
の
朝
鮮
戦
争
出
撃
と
軍
機
被
害

３ 

岩
国
と
そ
の
周
辺
に
相
次
い
だ
朝
鮮
戦
争
下
の
事
故
・
事
件

第
四
節 
占
領
軍
機
被
害
と
見
舞
金
体
制

１ 
朝
鮮
戦
争
開
戦
前
の
軍
機
被
害

２ 

続
く
朝
鮮
戦
争
　
続
発
す
る
軍
機
事
故

３ 

占
領
軍
被
害
問
題
の
公
論
化

占
領
軍
人
身
被
害
補
償
運
動
の
歴
史
的
意
義

第
一
節 

二
又
ト
ン
ネ
ル
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
と
そ
の
行
方

第
二
節 

講
和
・
安
保
体
制
の
下
で
始
ま
っ
た
各
地
の
占
領
軍
被
害
者
運
動

１ 

呉
市
進
駐
軍
被
害
者
連
盟

２ 

東
京
進
駐
軍
被
害
者
連
盟
と
西
日
本
地
区
進
駐
軍
被
害
者
遺
族
会

第
三
節 

全
調
達
の
占
領
軍
被
害
実
態
調
査

１ 

平
和
と
民
主
主
義
を
志
向
す
る
公
務
員
労
働
運
動

２ 

全
調
達
と
占
領
軍
被
害
補
償
運
動

第
四
節 

全
国
進
駐
軍
被
害
者
連
合
会
と
補
償
法
制
定
運
動

１ 

全
国
進
駐
軍
被
害
者
連
合
会
の
結
成

２ 

占
領
軍
被
害
補
償
運
動
の
高
揚
│
│
一
九
五
八
〜
一
九
六
一
年

研
究
の
意
義
と
方
法

第
一
節 

占
領
軍
人
身
被
害
を
研
究
す
る
意
義

１ 

大
戦
の
最
終
段
階
と
し
て
の
占
領

│
│「
八
・
一
五
終
戦
」神
話
か
ら
の
脱
却

２ 

冷
戦
体
制
形
成
期
と
し
て
の
占
領

│
│「
占
領
モ
デ
ル
」論
・
朝
鮮
戦
争
神
話
か
ら
の
脱
却

３ 
占
領
軍
人
身
被
害
国
家
補
償
請
求
運
動

第
二
節 

全
国
調
達
庁
職
員
労
働
組
合
の
被
害
実
態
調
査
フ
ァ
イ
ル

１ 

全
調
達
フ
ァ
イ
ル
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

２ 

被
害
を
受
け
た
場
所

３ 

被
害
理
由
・
時
期
・
被
害
者
の
属
性

第
三
節 

在
日
朝
鮮
人
の
占
領
軍
人
身
被
害
│
│
不
可
視
化
さ
れ
る
被
害

１ 

戦
時
強
制
労
働
か
ら
占
領
軍
労
働
へ

２ 

占
領
軍
の
輪
禍
に
遭
っ
た
朝
鮮
人
の
子
ど
も
た
ち

３ 

治
安
対
策
の
対
象
と
さ
れ
た
在
日
朝
鮮
人

本
書
の
構
成日

本
軍
武
器
弾
薬
処
理
に
伴
う
人
身
被
害

第
一
節 

日
本
軍
武
器
弾
薬
処
理
は
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
た
か

１ 

占
領
軍
側
か
ら
の
総
括

２ 

日
本
政
府
に
よ
る
武
器
弾
薬
の
隠
匿

３ 

日
本
政
府
に
よ
る
武
器
弾
薬
処
理
責
任
の
回
避

第
二
節 

占
領
最
初
期
の
事
件

１ 

小
樽
沖
の
被
害

│
│
九
月
の
機
銃
弾
爆
発
か
ら
一
二
月
の
真
岡
丸
遭
難
ま
で

２ 

鹿
屋
市
郷
之
原
の
爆
発
事
件

３ 

二
又
ト
ン
ネ
ル
爆
発
事
件

第
三
節 

武
器
弾
薬
処
理
被
害
の
広
が
り
と「
見
舞
金
」体
制
の
始
ま
り

１ 

人
身
被
害
の
全
国
的
広
が
り

２ 

武
器
弾
薬
処
理
に
伴
う
人
身
被
害
の
諸
相

３ 

帝
国
議
会
で
語
ら
れ
た
日
本
軍
の
遺
棄
武
器
弾
薬
の
危
険
性

４ 

公
文
書
に
み
え
る
日
本
政
府
の
爆
発
被
害
認
識

第
四
節 

見
舞
金
体
制
の
成
立

１ 

終
戦
連
絡
中
央
事
務
局（
Ｃ
Ｌ
Ｏ
）か
ら
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
宛
て
た

一
九
四
五
年
一
一
月
中
の
照
会
文

２ 

見
舞
金
措
置
を
決
め
た
一
九
四
六
年
五
月
の
閣
議
決
定

３ 

見
舞
金
支
給
の
実
状

占
領
軍
労
務
動
員
と
労
働
災
害
死
傷

第
一
節 

最
初
期
の
占
領
軍
労
務
動
員

１ 

延
長
さ
れ
た
戦
時
労
務
動
員
シ
ス
テ
ム

２ 

占
領
最
初
期
の
労
務
動
員
と
労
働
災
害

第
二
節 

労
働
民
主
化
と
新
た
な
労
務
動
員
シ
ス
テ
ム

１ 

占
領
下
の
労
働
改
革

２ 

間
接
雇
傭

第
三
節 

占
領
軍
人
に
殺
傷
さ
れ
る
労
働
者
た
ち

第
四
節 

終
戦
処
理
費
の
軍
事
化
と
労
働
権
の
制
限

１ 

終
戦
処
理
費
の
軍
事
化

│
│
各
所
に
構
築
さ
れ
た
大
規
模
な
軍
事
施
設

２ 

労
働
権
の
制
限
│
│
占
領
軍
労
働
運
動
と
国
家
公
務
員
法

３ 

あ
る
労
働
組
合
員
の
経
験

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
六
章

第
五
章

第
四
章藤

目
ゆ
き
（
ふ
じ
め
・
ゆ
き
）

一
九
五
九
年
生
ま
れ

大
阪
大
学
人
間
科
学
研
究
科
教
授

主
要
著
書
◎『
性
の
歴
史
学
│
│
公
娼
制
度
・
堕
胎
罪
体
制
か
ら
売
春
防
止

法
・
優
生
保
護
法
体
制
へ
』不
二
出
版
、一
九
九
八
年
／『
女
性

史
か
ら
見
た
岩
国
米
軍
基
地
』ひ
ろ
し
ま
女
性
学
研
究
所
、二

〇
一
〇
年
／『「
慰
安
婦
」問
題
の
本
質
』白
澤
社
、二
〇
一
五
年
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